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1.は じ め に

平 成26年 の死 亡 数 をみ る と,い わ ゆ る 生活 習

慣 病 と呼 ばれ る疾 患 が全 体 の半 数以 上 を 占めてい

る1).飲 酒 は肝疾 患,膵 疾 患,悪 性新 生物 などの生

活習慣病 を始 め とす る様 々な疾患 の原因 となる2)'3).

さらに,未 成年者 の飲 酒や飲 酒運転事故,家 庭 内暴

力,家 庭 内不和 といった社 会的な問題 の原因 となる.

中高校生 の飲 酒率(経 験 率)は,2012年 の調査では,

男 子 が47.6%,女 子 が50.6%と 報告 され てい るa),

近年の滅少傾向 は明 らかで はあ るが,法 律 で禁止 さ

れている 中学 ・高校生 の飲 酒が なお,か な りの頻度

でみ られ るのが,現 状 で ある.ま た,平 成28年 の

1年 間で213件 もの飲 酒運転 に よる死 亡事故が起 き

ている5),6).ア ル コールの大量摂取 では,意 識消失,

さらに呼吸 中枢 の麻 痺 を起 こ し,死 に至 る.妊 婦 ・

授 乳 中の女性 の飲 酒 に よる,胎 児 ・乳児 への影響,

アル コー ル依存 の問題 も深刻で ある7)'8).短 期 的に

も,長 期的 に もアル コール過剰摂取 は,心 身へ の多

大な影響 があ る.

日本 の アル コー ル消 費量 は,昭 和20年 代か ら急

激 な増 加 を示 した9>.昭 和45年 に比 較 して平 成8

年 に は約2倍 に達 した.ア ル コー ル消 費量 の増加

に伴 って,ア ル コー ル依 存症 の患 者 も増加 してい

る1°).ア ル コー ル依 存症既往 者 の2012年 日本 にお

ける推計 数は109万 人,現 在 アル コール依存症の基

準 に当て は まる人の推 計数 は58万 人 と報告 されて

い る").一 方,現 在 ア ル コー ル依存 症 で 治療 中 と

回答 した者 は推 計8万 人で あるため,ほ とん どのア

ルコール依存症者 が治療 を受 けていない と推定 され

る11).

健康 日本21で は,飲 酒 に関す る 目標 について,「生

活習慣病 の発症 リスクを高 める量 を飲酒 している者

の滅少,未 成 年者や妊娠 中の者 の飲 酒の防止」 と設

定 しているt).国 税庁は,未 成年者飲酒防止をは じ

めとする酒類の販売管理の徹底を図る観点か ら,所

要の措置を講 じている ω.ま た,酒 類に係る社会的

規則等関係省庁等連絡協議会(内 閣府,警 察庁,公

正取引委員会,総 務省,文 部科学省,厚 生労働省,

国税庁)は 全国的な広報啓発活動を連携 し,そ の施

策の実施を図っている.例 えば,酒 類販売時の年齢

確認の励行の徹底,酒 類自動販売機の撤廃状況等に

ついて実態調査 を行い,結 果を公表する,酒 類と清

涼飲料の明確な分離陳列の徹底を図る,な どである.

未成年の飲酒 を助長 していると危惧されていた酒類

の自動販売機 については,平 成7年5月 に全国小売

酒販組合中央会が従来型機の撤廃を自主的に決議 し

た13).

小学校 ・中学校 ・高等学校では,学 習指導要領に

おいて,保 健学習で生活習慣病の予防や,飲 酒の害

と,未 成年者の飲酒の禁止について指導するよう決

め られている.ま た,平 成22年 に文部科学省が発

行 した生徒指導提要では 「未成年者の喫煙,飲 酒は

法律によって禁止されている行為であること,こ れ

らによる健康被害は,心 身が発達途上にある児童生

徒にとって深刻な健康影響を及ぼすことが分かって

いることから,健 康に関する現代的な健康課題 と受

け止めて しっか りとした対応をすることが求められ

ている」と示 されている.

本研究では,小 中高校で,教 育 ・指導を受けたは

ずの大学生の飲酒についての実態調査 と,飲 酒につ

いての知識の調査を行った.本 研究結果を,次 世代

を担う子 どもたちの健康づ くりのための保健科教育

に生か していきたい.

2.研 究方法

1)調 査対象

口頭で研究の趣旨を説明 した後,匿 名を条件に協
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